
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
規

則

〇
県
の
発
行
す
る
印
刷
物
の
販
売
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
県
政
情
報
公
開
室
）　

　

一

〇
特
定
疾
患
に
係
る
医
療
費
用
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
疾
病
・
感
染
症
対
策
室
）　

　

二

〇
先
天
性
血
液
凝
固
因
子
障
害
等
に
係
る
医
療
費
用
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

　

則 

（　
　

同　
　

）　

　

二

〇
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
の
患
者
に
係
る
介
護
人
派
遣
費
用
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正

　

す
る
規
則 

（　
　

同　
　

）　

　

三

〇
県
有
林
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
森
林
整
備
課
）　

　

四

〇
道
路
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
道　

路　

課
）　

　

四

〇
特
定
民
間
再
開
発
事
業
等
認
定
事
務
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
建
築
宅
地
課
）　

　

五

〇
特
定
の
民
間
再
開
発
事
業
認
定
事
務
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（　
　

同　
　

）　

　

五

 
訓

令

甲

〇
県
有
林
巡
視
員
服
務
規
程
を
廃
止
す
る
訓
令 

（
森
林
整
備
課
）　

　

五

 
告

示

〇
市
町
の
廃
置
分
合
に
伴
う
郡
及
び
市
の
人
口 

（
市
町
村
課
）　

　

五

〇
町
の
廃
置
分
合
に
伴
う
町
の
人
口 

（　
　

同　
　

）　

　

六

〇
市
町
の
廃
置
分
合
に
伴
う
郡
及
び
市
の
人
口 

（　
　

同　
　

）　

　

六

〇
宮
城
県
土
地
利
用
基
本
計
画
の
変
更 

（
土
地
対
策
課
）　

　

六

〇
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
促
進
室
）　

　

七

〇
救
急
医
療
機
関
の
認
定 

（
医
療
整
備
課
）　

　

七

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
（
二
件
） 

（
障
害
福
祉
課
）　

　

七

〇
宮
城
県
認
証
食
品
認
証
基
準
の
策
定
（
二
件
） 

（
食
産
業
振
興
課
）　

　

七

〇
宮
城
県
認
証
食
品
認
証
基
準
の
改
正 

（　
　

同　
　

）　

　

九

〇
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
縦
覧 

（
農
村
振
興
課
）　

一
〇

〇
県
営
土
地
改
良
事
業
の
工
事
の
完
了 

（　
　

同　
　

）　

一
〇

〇
県
営
土
地
改
良
事
業
の
換
地
処
分 

（
農
村
整
備
課
）　

一
〇

〇
道
路
の
区
域
変
更
（
二
件
） 

（
道　

路　

課
）　

一
〇

〇
道
路
の
供
用
開
始 

（　
　

同　
　

）　

一
一

〇
都
市
計
画
区
域
の
変
更 

（
都
市
計
画
課
）　

一
一

〇
土
地
区
画
整
理
組
合
の
事
業
計
画
変
更
の
認
可 

（　
　

同　
　

）　

一
一

〇
都
市
計
画
事
業
の
認
可 

（　
　

同　
　

）　

一
一

〇
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
の
届
出 

（
東
部
地
方
振
興
事
務
所
）　

一
二

 
公
安
委
員
会

〇
宮
城
県
警
察
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

　
　

一
二

〇
警
察
署
の
下
部
機
構
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

　
　

一
四

 
規

則

　

県
の
発
行
す
る
印
刷
物
の
販
売
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
十
三
号

　
　
　

県
の
発
行
す
る
印
刷
物
の
販
売
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

県
の
発
行
す
る
印
刷
物
の
販
売
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
年
宮
城
県
規
則
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

　

第
二
条
を
削
る
。

　

第
三
条
中
「
決
定
し
た
と
き
は
、
販
売
価
格
を
、
原
価
及
び
販
売
に
要
す
る
費
用
を
勘
案
し
て
知
事
が
定
め
る
」
を

「
決
定
し
、
印
刷
物
を
県
民
等
に
販
売
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
印
刷
物
の
種
類
、
数
量
及
び
販
売
価
格
を
定
め
る
も

の
と
す
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
条
と
す
る
。

　

第
四
条
中
「
販
売
価
格
」
を
「
販
売
」
に
、「
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
」
を
「
印
刷
物
の
販
売
を
行
う

場
所
と
し
て
指
定
し
た
」
に
、「
公
表
に
係
る
」
を
「
販
売
を
決
定
し
た
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
条
と
し
、
同
条
の

次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
代
金
の
納
入
方
法
）

第
四
条　

有
償
印
刷
物
の
代
金
は
、
現
金
に
よ
り
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
有
償
印
刷
物
の
購
入
を
希

望
す
る
者
（
以
下
「
購
入
者
」
と
い
う
。）
が
、
国
、
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
公
共
団
体
及
び
公
共
的
団
体
で
あ
る
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と
き
は
、
知
事
が
発
行
す
る
納
入
通
知
書
に
よ
り
納
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
五
条
を
削
る
。

　

第
六
条
の
見
出
し
を
「（
郵
送
等
に
よ
る
購
入
申
込
み
等
）」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

購
入
者
は
、
郵
送
等
に
よ
り
有
償
印
刷
物
の
購
入
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
有
償
印
刷
物
購
入
申
込
書
（
別
記
様

式
）
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
六
条
第
二
項
中
「
購
入
す
る
者
」
を
「
購
入
者
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
と
す
る
。

　

第
七
条
を
削
り
、
第
八
条
を
第
六
条
と
す
る
。

　

第
九
条
を
削
り
、
第
十
条
を
第
七
条
と
す
る
。

　

別
記
様
式
中
「（第

６
条
関
係

）」
を
「（第

５
条
関
係

）」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

特
定
疾
患
に
係
る
医
療
費
用
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
十
四
号

　
　
　

特
定
疾
患
に
係
る
医
療
費
用
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

特
定
疾
患
に
係
る
医
療
費
用
交
付
規
則
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
規
則
第
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

　

第
三
条
中
「
私
立
学
校
教
職
員
共
済
組
合
法
」
を
「
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
一
号
中

「
 

を

 

」　

「
 

に

 

」　

改
め
る
。

　

様
式
第
七
号
中
「政

府
管
掌

」
を
「全

国
健
保

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
十
一
号
中
「保

険
種
別
社
会
保
険
・
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

」
を

「保
険
種
別

（本
人
・
家
族

）」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

改
正
前
の
特
定
疾
患
に
係
る
医
療
費
用
交
付
規
則
の
規
定
に
よ
る
様
式
第
一
号
、
様
式
第
七
号
及
び
様
式
第
十
一

号
で
取
扱
い
上
著
し
く
支
障
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
改
正
後
の
特
定
疾
患
に
係
る
医
療
費
用
交
付

規
則
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

先
天
性
血
液
凝
固
因
子
障
害
等
に
係
る
医
療
費
用
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
十
五
号

　
　
　

先
天
性
血
液
凝
固
因
子
障
害
等
に
係
る
医
療
費
用
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

先
天
性
血
液
凝
固
因
子
障
害
等
に
係
る
医
療
費
用
交
付
規
則
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
規
則
第
九
十
五
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
中
「
私
立
学
校
教
職
員
共
済
組
合
法
」
を
「
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
六
号
中

「
 

を

 

」　

「
 

第2042号　平成21年３月17日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （2）

政
府
管
掌
・
船
員
・
組
合
・
共
済
・
後
期
高
齢
・
国
保
（
一
般
・
退
職
・
組
合
）

保
険

種
別

保険

被
保
険
者
（
本
人
・
家
族
）

被
保
険
者
証
発
行
機
関

記
号
・
番
号

保
険
者
番
号

全
国
健
保
・
船
員
・
組
合
・
共
済
・
後
期
高
齢
・
国
保
（
一
般
・
退
職
・
組
合
）

保
険

種
別

保　

本
人
・
家
族
（
扶
養
者
：
生
計
中
心
者
・
そ
の
他
）・
国
保
一
般

被
保
険
者
等

被
保
険
者
証
発
行
機
関

　険
記
号
・
番
号

保
険
者

番
号

７
割
・
８
割
・
９
割

そ
の
他
（
　
　
　
）

保
険

負
担
割
合

国
保
・
全
国
健
保
・
組
合
・
船
員
・
共
済

後
期
・
介
護
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
険
の

種
別

７
割
・
８
割
・
９
割

そ
の
他
（
　
　
　
）

社
会
保
険
等

負
担
割
合

国
　
保
・
政
　
管
・
組
　
合
・
船
　
員

共
　
済
・
後
　
期
・
介
　
護
　
　
　
　

保
険
の

種
別

　
円

患
　
者

負
担
分

　
円

社
会
保
険
等

負
　
担
　
分

　
円

治
療
に
要
し
た

総
医
療
費



 

に

 

」　

改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

改
正
前
の
先
天
性
血
液
凝
固
因
子
障
害
等
に
係
る
医
療
費
用
交
付
規
則
の
規
定
に
よ
る
様
式
第
六
号
で
取
扱
い
上

著
し
く
支
障
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
改
正
後
の
先
天
性
血
液
凝
固
因
子
障
害
等
に
係
る
医
療
費
用

交
付
規
則
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
の
患
者
に
係
る
介
護
人
派
遣
費
用
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
十
六
号

　
　
　

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
の
患
者
に
係
る
介
護
人
派
遣
費
用
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
の
患
者
に
係
る
介
護
人
派
遣
費
用
交
付
規
則
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
規
則
第
九
十
六
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
中
「
を
常
時
介
護
し
て
い
る
家
族
」
を
「
の
家
族
の
う
ち
、
主
と
し
て
当
該
在
宅
療
養
者
を
常
時
介
護
す
る

者
」
に
、「
理
由
に
よ
り
」
を
「
た
め
」
に
改
め
る
。

　

第
二
条
第
二
号
中
「
理
由
に
よ
り
」
を
「
た
め
」
に
改
め
る
。

　

第
三
条
中
「
そ
の
者
の
」
及
び
「
の
う
ち
介
護
人
派
遣
費
用
を
負
担
す
る
も
の
」
を
削
る
。

　

第
六
条
中
「
在
宅
療
養
者
又
は
そ
の
者
の
介
護
家
族
」
を
「
受
給
者
」
に
改
め
る
。

　

第
七
条
第
一
項
中
「
受
給
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
受

給
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

一　

在
宅
療
養
者　

次
に
掲
げ
る
と
き
。

　
　

イ　

入
院
期
間
が
三
月
を
超
え
る
と
き
。

　
　

ロ　

人
工
呼
吸
器
の
装
着
を
中
止
し
、
又
は
中
断
し
た
と
き
。

　
　

ハ　

県
内
の
市
町
村
の
住
民
基
本
台
帳
か
ら
消
除
さ
れ
た
と
き
。

　
　

二　

介
護
家
族　

県
内
の
市
町
村
の
住
民
基
本
台
帳
か
ら
消
除
さ
れ
た
と
き
。

　
　
　
　
　
　
　

「

　

様
式
第
一
号
中 

を

 

」　

「
 

に
、　
　
　
　
　
　

 

」　

　
　
　
　
　
　
　

「
 

を　
　
　
　
　
　
　

 

」　　
　
　
　
　
　
　

「
 

に
、「　
　
　
　
　
　

」

 

」　　
　
　
　
　
　
　

　

「
を　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

改
正
前
の
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
の
患
者
に
係
る
介
護
人
派
遣
費
用
交
付
規
則
の
規
定
に
よ
る
様
式
第
一
号
で
取

扱
い
上
著
し
く
支
障
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
改
正
後
の
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
の
患
者
に
係
る
介

護
人
派
遣
費
用
交
付
規
則
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。
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円

患
　
者

負
担
分

　
円

保
険

負
担
分

　
円

治
療
に
要
し
た

総
医
療
費

　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
～
　
日
・
毎
週
　
　
曜
日

利
用
日

　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
～
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
（
月
　
　
回
）

利
用
日

男
　
・
　
女

性
別

８
０

受
給
者
番
号

患
者

　
年
　
　月
　　
日

生
年
月
日

氏
名

住
所

医
療
機
関
名

男
　
・
　
女

性
別

８
０

特
定
疾
患
医
療

受
給
者
番
号

患
者

　
年
　
　月
　　
日

生
年
月
日

氏
名

住
所

医
療
機
関
名

介
護
家
族

介
護
者



　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

県
有
林
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
十
七
号

　
　
　

県
有
林
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

県
有
林
規
則
（
平
成
元
年
宮
城
県
規
則
第
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
四
条
を
削
り
、
第
五
条
を
第
四
条
と
し
、
第
六
条
か
ら
第
八
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

　

第
九
条
中
第
二
項
を
削
り
、
第
三
項
を
第
二
項
と
し
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。

３　

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
極
印
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

　

第
十
条
を
第
九
条
と
し
、
第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

　

別
記
様
式
中
「（
第
九
条
関
係
）」
を
「（
第
八
条
関
係
）」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
委
任
）

２　

こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
別
に
定
め
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

道
路
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
十
八
号

　
　
　

道
路
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

道
路
管
理
規
則
（
平
成
七
年
宮
城
県
規
則
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
四
条
中
「
完
成
写
真
」
を
「
次
に
掲
げ
る
書
類
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

　

一　

工
事
施
工
中
及
び
完
成
後
の
写
真

　

二　

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

　

様
式
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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様
式
第
３
号
（
第
４
条
関
係
）

し
　
ゅ
　
ん
　
工
　
届

年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
道
路
管
理
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
届
出
者
　
住
　
　
　
　
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
名
又
は
名
称

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
連
絡
先
（
電
話
番
号
）

　
次
の
と
お
り
し
ゅ
ん
工
し
た
の
で
，
届
け
出
ま
す
。

１
　
承
認
又
は
許
可
の
年
月
日

２
　
指
　
　
令
　
　
番
　
　
号
　
　
　
　
　
宮
城
県
（
　
　
　
）
指
令
第
　
　
　
　
号

３
　
工
　
　
　
事
　
　
　
名

４
　
工
　
　
事
　
　
箇
　
　
所

５
　
工
　
　
　
　
　
　
　
　
期
　
　
　
　
　
着
　
　
工
　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
ん
工
　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

（
添
付
書
類
）

　
工
事
施
工
中
及
び
完
成
後
の
写
真
そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類



　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
管
理
規
則
第
四
条
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
以
後
に
提
出
さ
れ
た
工

事
の
し
ゅ
ん
工
の
届
出
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
提
出
さ
れ
た
工
事
の
し
ゅ
ん
工
の
届
出
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

特
定
民
間
再
開
発
事
業
等
認
定
事
務
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
十
九
号

　
　
　

特
定
民
間
再
開
発
事
業
等
認
定
事
務
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

特
定
民
間
再
開
発
事
業
等
認
定
事
務
施
行
細
則
（
昭
和
五
十
九
年
宮
城
県
規
則
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
第
二
項
第
九
号
中
「
同
条
第
四
項
第
二
号
」
を
「
同
条
第
五
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

特
定
の
民
間
再
開
発
事
業
認
定
事
務
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
二
十
号

　
　
　

特
定
の
民
間
再
開
発
事
業
認
定
事
務
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

特
定
の
民
間
再
開
発
事
業
認
定
事
務
施
行
細
則
（
平
成
二
年
宮
城
県
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

　

第
一
条
中
「
第
二
十
条
の
二
第
十
一
項
及
び
第
三
十
八
条
の
四
第
二
十
項
」
を
「
第
二
十
条
の
二
第
十
三
項
及
び
第

三
十
八
条
の
四
第
二
十
二
項
」
に
改
め
る
。

　

第
二
条
第
一
項
中
「
第
二
十
条
の
二
第
十
一
項
又
は
第
三
十
八
条
の
四
第
二
十
項
」
を
「
第
二
十
条
の
二
第
十
三
項

又
は
第
三
十
八
条
の
四
第
二
十
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
九
号
中
「
同
条
第
四
項
第
二
号
」
を
「
同
条
第
五
項

第
二
号
」
に
改
め
る
。

　

第
四
条
第
二
号
中
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
号
又
は
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
号
」
を
「
第
三
十
一
条

の
二
第
二
項
第
十
一
号
又
は
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
一
号
」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
一
号
及
び
様
式
第
二
号
中
「第

20   条
の
２
第
11   項

」
を
「第

20   条
の
２
第
13   項

」
に
、「第

38   条
の
４
第
20   

項

」
を
「第

38   条
の
４
第
22   項

」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
訓

令

甲

〇
宮
城
県
訓
令
甲
第
二
号

　

県
有
林
巡
視
員
服
務
規
程
を
廃
止
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

県
有
林
巡
視
員
服
務
規
程
を
廃
止
す
る
訓
令

　

県
有
林
巡
視
員
服
務
規
程
（
昭
和
四
十
五
年
宮
城
県
訓
令
甲
第
十
九
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
訓
令
の
施
行
の
際
現
に
県
有
林
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
平
成
二
十
一
年
宮
城
県
規
則
第
十
七
号
）

に
よ
る
改
正
前
の
県
有
林
規
則
（
平
成
元
年
宮
城
県
規
則
第
四
十
七
号
）
第
四
条
第
一
項
の
県
有
林
巡
視
員
で
あ
る

者
に
つ
い
て
は
、
廃
止
前
の
県
有
林
巡
視
員
服
務
規
程
第
三
条
の
規
定
は
、
こ
の
訓
令
の
施
行
後
も
、
な
お
そ
の
効

力
を
有
す
る
。

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
号

　

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
古
川
市
、
志
田
郡
松
山
町
、
同
郡
三
本
木
町
、
同
郡
鹿
島
台
町
、
玉
造
郡
岩
出
山

町
、
同
郡
鳴
子
町
及
び
遠
田
郡
田
尻
町
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を
も
っ
て
新
た
に
大
崎
市
を
置
く
こ
と
に
伴
う
地
方
自
治

法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
七
十
六
条
第
一
項
及
び
第
百
七
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
遠

田
郡
及
び
大
崎
市
の
人
口
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

な
お
、
平
成
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
五
百
七
十
三
号
（
市
町
の
廃
置
分
合
に
伴
う
市
の
人
口
）
は
、
廃
止
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日
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宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

遠
田
郡　

四
四
、
七
三
九
人

　

大
崎
市　

一
三
八
、
四
九
一
人

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
一
号

　

平
成
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
遠
田
郡
小
牛
田
町
及
び
同
郡
南
郷
町
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を
も
っ
て
新
た
に
美
里
町
を

置
く
こ
と
に
伴
う
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
七
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
美

里
町
の
人
口
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

な
お
、
平
成
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
八
十
六
号
（
町
の
廃
置
分
合
に
伴
う
町
の
人
口
）
は
、
廃
止
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

美
里
町　

二
六
、
三
二
九
人

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
二
号

　

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
気
仙
沼
市
及
び
本
吉
郡
唐
桑
町
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を
も
っ
て
新
た
に
気
仙
沼
市

を
置
く
こ
と
に
伴
う
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
七
十
六
条
第
一
項
及
び
第
百
七
十

七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
本
吉
郡
及
び
気
仙
沼
市
の
人
口
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

な
お
、
平
成
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
八
十
七
号
（
市
町
の
廃
置
分
合
に
伴
う
市
の
人
口
）
は
、
廃
止
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

本
吉
郡　

三
〇
、
二
三
三
人

　

気
仙
沼
市　

六
六
、
四
二
三
人

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
号

　

国
土
利
用
計
画
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
た
宮
城
県
土
地
利
用

基
本
計
画
の
一
部
を
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
十
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要

旨
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
書
は
、
宮
城
県
庁
（
企
画
部
土
地
対
策
課
）、
関
係
市
役
所
及
び
関
係
町
役
場
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

変
更
し
た
地
区
及
び
変
更
内
容
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山
元
都
市
地
域

加
美
農
業
地
域

仙
台
農
業
地
域

涌
谷
森
林
地
域

大
和
森
林
地
域

仙
台
森
林
地
域

岩
沼
森
林
地
域

山
元
町

加
美
町

仙
台
市

涌
谷
町

大
和
町

仙
台
市

岩
沼
市

字
八
手
庭
境
田
及
び
字
八
手
庭
新
道

北
の
各
一
部
、
字
八
手
庭
南
谷
地
、

字
八
手
庭
上
新
道
、
字
八
手
庭
中
谷

地
、
字
大
平
上
平
、
字
大
平
中
平
、

字
大
平
堤
田
、
字
大
平
堤
下
、
字
大

平
浜
道
、
字
大
平
中
谷
地
、
字
大
平

新
田
、
字
大
平
二
反
田
、
字
大
平
新

道
南
、
字
小
平
柳
田
、
字
小
平
二
又
、

字
小
平
永
野
、
字
小
平
下
平
、
字
鷲

足
新
又
、
字
鷲
足
鷲
田
、
字
鷲
足
新

鷲
田
、
字
山
寺
中
田
、
字
山
寺
橋
田
、

字
山
寺
美
田
及
び
字
山
寺
横
田
の
全

部
、
字
山
寺
平
沼
、
字
山
寺
稲
生
、

字
山
寺
稲
実
、
字
山
寺
豊
田
、
字
山

寺
堀
込
、
字
山
寺
雁
小
屋
、
字
山
寺

雁
田
、
字
山
寺
桜
木
、
字
山
寺
町
下
、

字
山
寺
大
道
及
び
字
山
寺
北
篭
田
の

各
一
部
並
び
に
字
山
寺
沼
端
、
字
山

寺
立
沼
、
字
山
寺
桜
堤
及
び
字
山
寺

道
北
の
全
部

下
川
原
向
の
全
部
及
び
木
伏
の
一
部

若
林
区
荒
井
字
遠
藤
、同
字
御
散
田
、

同
字
鎌
沼
下
、
同
字
上
目
南
、
同
字

沓
形
、
同
字
小
荒
井
東
、
同
字
浜
田

西
、
同
字
東
、
同
字
平
堀
、
同
字
平

堀
東
、
同
字
広
瀬
、
同
字
広
瀬
東
、

同
字
広
瀬
前
、
同
字
福
在
家
、
同
字

舞
台
、
同
字
南
原
田
及
び
同
字
矢
取

東
の
各
一
部

太
白
区
茂
庭
字
宇
塚
、
同
字
熊
野
、

同
字
御
所
川
、
同
字
新
熊
野
、
同
字

新
御
所
川
、
同
字
曾
根
、
同
字
西
、

同
字
東
及
び
同
字
本
郷
の
各
一
部

上
郡
字
八
郎
崎
の
一
部

鶴
巣
小
鶴
沢
字
金
堰
の
一
部

青
葉
区
西
花
苑
一
丁
目
の
一
部

泉
区
大
沢
一
丁
目
、
同
二
丁
目
及
び

同
三
丁
目
の
各
一
部

志
賀
字
石
山
、
同
字
熊
野
、
長
岡
字

栗
木
平
東
及
び
同
字
西
坪
の
内
の
各

四
百
三
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

拡
大

七
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
拡
大

三
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
縮
小

二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
縮
小

二
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
縮
小

二
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
縮
小

二
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
縮
小

四
十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
縮
小

二
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
縮
小

変
更
し
た
地
域
の
名
称

市
町
村
名

変　
更　
し　
た　
地　
区

変　
更　
の　
内　
容



〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
四
号

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人

の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｕ
ｐ－

Ｓ
ｌ
ｏ
ｐ
ｅ

一　

代
表
者
の
氏
名 

�
橋　

一
雄

二　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

仙
台
市
宮
城
野
区
原
町
五
丁
目
六
番
十
五
号

三　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

こ
の
法
人
は
、
国
際
交
流
や
芸
術
活
動
を
通
し
て
、
地
域
社
会
の
芸
術
文
化
の
進

展
お
よ
び
国
際
理
解
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
国
際
的
視
野
を
有
す
る
人
材
を

育
成
し
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

四　

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
六
日

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
号

　

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
病
院
を

救
急
病
院
と
認
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
六
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
七
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
八
号

　

宮
城
県
認
証
食
品
認
証
要
綱
（
平
成
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
魚
介
藻

類
佃
煮
・
甘
露
煮
等
の
認
証
基
準
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

（7）　 平成21年３月17日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2042号　　 

一
部

名　
　
　

称

宮
城
県
立
循
環
器
・
呼

吸
器
病
セ
ン
タ
ー

所　
　

在　
　

地

栗
原
市
瀬
峰
根
岸
五
五－

二

認
定
年
月
日

平
成
二
十
一
年
三
月
十

五
日

認
定
の
有
効
期
限

平
成
二
十
四
年
三
月
十

四
日

事

業

所

番

号

〇
四
一
二
六
〇
〇
一
六
五

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

梨
花

指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
種
類

生
活
介
護

設
置
者
名

社
会
福
祉
法
人

指
定
年
月
日

平
成
二
十
一

事

業

所

番

号

〇
四
一
五
二
〇
〇
五
八
三

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

フ
ル
ハ
ウ
ス

仙
台
市
泉
区
南
光
台
東

三
丁
目
十
一
番
三
十
五

号

指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
種
類

生
活
介
護

設
置
者
名

特
定
非
営
利
活

動
法
人
フ
ル
ハ

ウ
ス

指
定
年
月
日

平
成
二
十
一

年
四
月
一
日

宮
城
郡
利
府
町
加
瀬
字

川
迎
二
十
八－

一

嶋
福
祉
会

年
四
月
一
日

魚
介
藻
類
佃
煮
・
甘
露
煮
等
の
認
証
基
準

　
（
適
用
の
範
囲
）

第
１
　
こ
の
基
準
は
，
宮
城
県
内
で
製
造
さ
れ
た
魚
介
藻
類
佃
煮
・
甘
露
煮
等
に
適
用
す
る
。

　
（
定
義
）

第
２
　
こ
の
基
準
に
お
い
て
，
魚
介
藻
類
佃
煮
・
甘
露
煮
等
と
は
，
宮
城
県
内
に
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
介
藻
類
を
し
ょ
う

ゆ
及
び
砂
糖
等
の
調
味
料
で
煮
つ
め
，
保
存
性
を
高
め
た
も
の
を
い
う
。

　
（
品
質
及
び
品
質
表
示
）

第
３
　
魚
介
藻
類
佃
煮
・
甘
露
煮
等
の
品
質
及
び
品
質
表
示
の
基
準
は
，
加
工
食
品
品
質
表
示
基
準
（
平
成
12年

農
林

水
産
省
告
示
第
513号

）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
，
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

 
基
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準

区
　
　
　
　
分

　
固
有
の
食
味
，
風
味
及
び
色
沢
が
良
好
で
あ
る
こ
と
。

品
位

　
宮
城
県
内
に
水
揚
げ
さ
れ
た
新
鮮
な
魚
介
藻
類
で
あ
る
こ
と
。

原
料
魚
介
藻
類



　
　
　

附　

則

　

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
九
号

　

宮
城
県
認
証
食
品
認
証
要
綱
（
平
成
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
農
産
物

漬
物
の
認
証
基
準
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

第2042号　平成21年３月17日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （8）
第
２
　
こ
の
基
準
に
お
い
て
，
農
産
物
漬
物
と
は
，
農
林
産
物
又
は
こ
れ
に
水
産
物
を
加
え
た
も
の
（
水
産
物
の
使
用

量
が
農
林
産
物
の
使
用
量
よ
り
少
な
い
も
の
に
限
る
。）
を
味
噌
，
し
ょ
う
ゆ
若
し
く
は
塩
等
を
用
い
た
も
の
に
漬

け
た
も
の
又
は
こ
れ
を
干
し
た
も
の
を
い
う
。

　
（
品
質
及
び
品
質
表
示
）

第
３
　
農
産
物
漬
物
の
品
質
及
び
品
質
表
示
の
基
準
は
，
農
産
物
漬
物
の
日
本
農
林
規
格
（
平
城
17年

農
林
水
産
省
告

示
第
1752号

），
加
工
食
品
品
質
表
示
基
準
（
平
成
12年

農
林
水
産
省
告
示
第
513号

）
及
び
農
産
物
漬
物
品
質
表

示
基
準
（
平
成
12年

農
林
水
産
省
告
示
第
1747号

）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
，
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

 

　
（
製
造
管
理
）

第
４
　
食
品
衛
生
法
（
昭
和
22年

法
律
第
233号

）
そ
の
他
関
係
法
令
を
遵
守
し
，
適
切
な
製
造
管
理
を
行
う
こ
と
。

　
（
認
証
方
法
）

第
５
　
認
証
の
た
め
の
適
合
審
査
は
，
宮
城
県
認
証
食
品
認
証
要
綱
（
平
成
17年

宮
城
県
告
示
第
900号

）
に
基
づ
き

行
う
。

　
次
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
を
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
。

１
　
し
ょ
う
ゆ

２
　
砂
糖

３
　
味
噌

４
　
み
り
ん

５
　
酒
類

６
　
塩

７
　
水
あ
め

８
　
寒
天

９
　
香
辛
料

10　
香
味
付
け
の
た
め
の
農
林
産
物

原
料
魚
介
藻
類

以
外
の
原
料

原　　　　　材　　　　　料

品　　　　　　　　　　　　質

　
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
。
た
だ
し
，
原
料
魚
介
藻
類
以
外
の
原
料
に
含
ま
れ
る

も
の
を
除
く
。

食
品
添
加
物

　
「
宮
城
県
産
」
又
は
「
宮
城
県
〇
〇
使
用
」
等
の
宮
城
県
産
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
表
現
を
，
容
器
又
は
包
装
の
見
や
す
い
箇
所
に
記
載
し
て
い
る
こ
と
。

原
料
原
産
地
及
び

そ
の
表
示
方
法

表示

農
産
物
漬
物
の
認
証
基
準

　
（
適
用
の
範
囲
）

第
１
　
こ
の
基
準
は
，
宮
城
県
内
で
製
造
さ
れ
た
農
産
物
漬
物
に
適
用
す
る
。

　
（
定
義
）

基
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準

区
　
　
　
　
分

　
固
有
の
食
味
，
風
味
及
び
色
沢
が
良
好
で
あ
る
こ
と
。

品
位

品　　　　　　　　　　　　質

１
　
宮
城
県
内
で
生
産
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２
　
「
も
ろ
き
ゅ
う
り
漬
」
に
あ
っ
て
は
，
き
ゅ
う
り
の
生
果
実
の
長
さ
が
10セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
15セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

原
料
農
林
産
物

原　　　　　材　　　　　料

１
　
次
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
を
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
。

　
�
　
味
噌

　
�
　
し
ょ
う
ゆ

　
�
　
塩

　
�
　
砂
糖

　
�
　
み
り
ん

　
�
　
氷
砂
糖

　
�
　
は
ち
み
つ

　
�
　
酒
類

　
�
　
酒
か
す

　
�
　
ぬ
か
類

　
�
　
こ
う
じ
  

　
�
　
醸
造
酢

　
�
　
梅
酢

　
�
　
香
辛
料

　
�
　
香
味
付
け
の
た
め
の
水
産
物
及
び
農
林
産
物

２
　
梅
干
し
に
あ
っ
て
は
，
漬
込
み
に
使
用
す
る
食
塩
の
量
は
，
原
料
梅
の
重
量

の
20％

以
下
と
す
る
こ
と
。

原
料
農
林
産
物

以
外
の
原
料

　
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
。
た
だ
し
，
原
料
農
林
産
物
以
外
の
原
料
に
含
ま
れ
る

も
の
を
除
く
。

食
品
添
加
物



　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
平
成
七
年
宮
城
県
告
示
第
千
八
号
及
び
平
成
八
年
宮
城
県
告
示
第
六
百
七
十
二
号
の
廃
止
）

２　

次
に
掲
げ
る
告
示
は
廃
止
す
る
。　

　

一　

平
成
七
年
宮
城
県
告
示
第
千
八
号
（
梅
干
し
の
認
証
基
準
）

　

二　

平
成
八
年
宮
城
県
告
示
第
六
百
七
十
二
号
（
も
ろ
き
ゅ
う
り
漬
け
の
認
証
基
準
）

　

（
平
成
七
年
宮
城
県
告
示
第
千
八
号
及
び
平
成
八
年
宮
城
県
告
示
第
六
百
七
十
二
号
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置
）

３　

こ
の
告
示
の
施
行
の
際
現
に
前
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
平
成
七
年
宮
城
県
告
示
第
千
八
号
及
び
平
成
八
年
宮

　

城
県
告
示
第
六
百
七
十
二
号
に
基
づ
き
認
証
を
受
け
て
い
る
食
品
は
、
こ
の
告
示
に
基
づ
き
認
証
を
受
け
た
食
品
と

　

み
な
す
。

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
十
号

　

平
成
十
二
年
宮
城
県
告
示
第
六
百
四
十
三
号
（
ジ
ャ
ム
類
の
認
証
基
準
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
た
の
で
、

宮
城
県
認
証
食
品
認
証
要
綱
（
平
成
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
号
）
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
同
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

第
二
の
表
ジ
ャ
ム
類
の
項
２
中
「 

」
を
「又

は
レ
モ
ン
果
汁

」
に
改
め
、
同
表
果
実
等
含
有
率

の
項
中
「等

（ 

使
用
し
た
果
皮
の
果
実
全
体
に
対
す
る
割
合
が
通
常
の
果
実
が
有
す
る
果

皮
の
割
合
を
超
え
る
場
合
に

 

そ
の
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
果
皮
を
除
く

。）」
を
削
る
。

　

第
三
中
「基

準
は

 

」
の
下
に
「 

の
日
本
農
林
規
格

（昭
和
63   年

農
林
水
産
省
告
示
第
524

   号

） 

加
工
食

品
品
質
表
示
基
準

（平
成
12   年

農
林
水
産
省
告
示
第
513

   号

）及
び

 

品
質
表
示
基
準

（平
成
12   年

農
林
水
産

省
告
示
第
163

   7  号

）に
定
め
る
も
の
の
ほ
か

」
を
、「次

の

」
の
下
に
「表

の

」
を
加
え
、
第
三
の
表
を
次
の
よ
う
に

，
酸
味
料
，
香
料
等

マ
ー
マ
レ
ー
ド
に
お
い
て
，

あ
っ
て
は
，

，
ジ
ャ
ム
類

，

ジ
ャ
ム
類

改
め
る
。

　

第
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
４
食
品
衛
生
法

（昭
和
22   年

法
律
第
233

   号

）そ
の
他
関
係
法
令
を
遵
守
し

 

適
切
な
製
造
管
理
を
行
う
こ
と

。

　

第
五
中
「宮

城
県
特
別
表
示
食
品
認
証
要
綱

（平
成
６
年
宮
城
県
告
示
第
592

   号

）」
を
「宮

城
県
認
証
食
品
認
証
要

綱

（平
成
1  7  年

宮
城
県
告
示
第
900

   号

）」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

２　

こ
の
告
示
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
平
成
十
二
年
宮
城
県
告
示
第
六
百
四
十
三
号
（
ジ
ャ
ム
類
の
認
証
基
準
）

に
基
づ
き
認
証
を
受
け
て
い
る
ジ
ャ
ム
類
は
、
改
正
後
の
平
成
十
二
年
宮
城
県
告
示
第
六
百
四
十
三
号
（
ジ
ャ
ム
類

の
認
証
基
準
）
に
基
づ
き
認
証
を
受
け
た
ジ
ャ
ム
類
と
み
な
す
。

，
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基
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準

区
　
　
　
　
分

　
香
味
，
色
沢
及
び
性
状
が
良
好
で
，
か
つ
，
異
味
異
臭
が
な
い
こ
と
。

品
位

品　　　　　　　　　　　　質

　
40％

以
上
で
あ
る
こ
と
。（
た
だ
し
，
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
の
場
合
の
み
35％

以
上
と
す
る
。）

可
溶
性
固
形
分

１
　
１
種
類
の
果
実
等
を
使
用
し
た
ジ
ャ
ム
に
あ
っ
て
は
45％
（
使
用
し
た
果
実

等
が
い
ち
ご
以
外
の
ベ
リ
ー
類
，
あ
ん
ず
、
ば
ら
又
は
ま
る
め
ろ
で
あ
る
場
合

に
あ
っ
て
は
35％

）
以
上
で
あ
る
こ
と
。

２
　
２
種
類
以
上
の
果
実
等
を
使
用
し
た
ジ
ャ
ム
に
あ
っ
て
は
，
１
に
規
定
す
る

基
準
値
を
当
該
果
実
等
の
配
合
の
割
合
に
応
じ
て
加
重
平
均
し
て
得
た
数
値
以

上
で
あ
る
こ
と
。

果
実
等
含
有
率

　
次
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
を
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
。

１
　
宮
城
県
内
で
生
産
さ
れ
た
果
実
，
野
菜
又
は
花
弁

２
　
糖
類

３
　
は
ち
み
つ

４
　
レ
モ
ン
果
汁

食
品
添
加
物

以
外
の
原
材
料

原　　材　　料

　
ゲ
ル
化
剤
（
ペ
ク
チ
ン
）
以
外
の
も
の
を
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
。

食
品
添
加
物

　
「
宮
城
県
産
」
又
は
「
宮
城
県
〇
〇
使
用
」
等
の
宮
城
県
産
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
表
現
を
，
容
器
又
は
包
装
の
見
や
す
い
箇
所
に
記
載
し
て
い
る
こ
と
。

原
料
原
産
地
及
び

そ
の
表
示
方
法

表示

　
（
製
造
管
理
）

第
４
　
食
品
衛
生
法
（
昭
和
22年

法
律
第
233号

）
そ
の
他
関
係
法
令
を
遵
守
し
，
適
切
な
製
造
管
理
を
行
う
こ
と
。

　
（
認
証
方
法
）

第
５
　
認
証
の
た
め
の
適
合
審
査
は
，
宮
城
県
認
証
食
品
認
証
要
綱
（
平
成
17年

宮
城
県
告
示
第
900号

）
に
基
づ
き

行
う
。

　
「
宮
城
県
産
」
又
は
「
宮
城
県
〇
〇
使
用
」
等
の
宮
城
県
産
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
表
現
を
，
容
器
又
は
包
装
の
見
や
す
い
箇
所
に
記
載
し
て
い
る
こ
と
。

原
料
原
産
地
及
び

そ
の
表
示
方
法

表示



〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
十
一
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
営
田
中
地
区
土
地

改
良
事
業
（
た
め
池
等
整
備
事
業
）
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す

る
。

　

な
お
、
こ
の
土
地
改
良
事
業
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事
に
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
異
議
申

立
て
に
対
す
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
決
定
に
対
す
る
取
消
し
の
訴

え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
四
月
十
四
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

岩
沼
市
役
所
及
び
柴
田
町
役
場

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
十
二
号

　

県
営
土
地
改
良
事
業
に
伴
う
工
事
を
次
の
と
お
り
完
了
し
た
の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十

五
号
）
第
百
十
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
十
三
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
営
土
地
改
良

事
業
の
換
地
処
分
を
次
の
と
お
り
行
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

処
分
を
行
っ
た
地
区
の
名
称

　
　

枝
野
地
区

二　

処
分
の
年
月
日

　
　

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
三
日

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
十
四
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大
河

原
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

丸
森
柴
田
線

三　

道
路
の
区
域

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
十
五
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大
河

原
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道
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地　

区　

名

中
下

事　

業　

の　

名　

称

特
定
農
業
用
管
水
路
等
特
別
対
策
事
業

工
事
完
了
年
月
日

平
成
二
十
一
年
一
月
二
十
九
日

変　

更　

の　

区　

間

角
田
市
尾
山
字
松
橋
二
六
番
地
先
か
ら

同
市
枝
野
字
北
島
九
番
四
地
先
ま
で

角
田
市
尾
山
字
松
橋
一
七
番
地
先
か
ら

同
市
尾
山
字
松
橋
一
九
番
一
地
先
ま
で

変
更
の

前　

後
前後前後

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

一
一
・
〇
〜

　
　
　
　

一
四
・
〇

　
　
　

　

九
・
四
〜

　
　
　
　

一
〇
・
五

　
　
　

敷

地

の

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

八
六
・
〇

―
―
―

一
二
三
・
〇

　
　
　



二　

路　

線　

名　

寄
井
蔵
王
線

三　

道
路
の
区
域

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
十
六
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
気
仙

沼
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
十
七
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

山
元
都
市
計
画
区
域
を
次
の
と
お
り
変
更
し
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
区
域
の
名
称

　
　

山
元
都
市
計
画
区
域

二　

都
市
計
画
区
域
の
変
更
に
係
る
土
地
の
区
域

　

１　

新
た
に
都
市
計
画
区
域
に
含
ま
れ
る
土
地
の
区
域

　

山
元
町
字
八
手
庭
境
田
及
び
字
八
手
庭
新
道
北
の
各
一
部
、
字
八
手
庭
南
谷
地
、
字
八
手
庭
上
新
道
、
字
八
手

庭
中
谷
地
、
字
大
平
上
平
、
字
大
平
中
平
、
字
大
平
堤
田
、
字
大
平
堤
下
、
字
大
平
浜
道
、
字
大
平
中
谷
地
、
字

大
平
新
田
、
字
大
平
二
反
田
、
字
大
平
新
道
南
、
字
小
平
柳
田
、
字
小
平
二
又
、
字
小
平
永
野
、
字
小
平
下
平
、

字
鷲
足
新
又
、
字
鷲
足
鷲
田
、
字
鷲
足
新
鷲
田
、
字
山
寺
中
田
、
字
山
寺
橋
田
、
字
山
寺
美
田
及
び
字
山
寺
横
田

の
全
部
、
字
山
寺
平
沼
、
字
山
寺
稲
生
、
字
山
寺
稲
実
、
字
山
寺
豊
田
、
字
山
寺
堀
込
、
字
山
寺
雁
小
屋
、
字
山

寺
雁
田
、
字
山
寺
桜
木
、
字
山
寺
町
下
、
字
山
寺
大
道
及
び
字
山
寺
北
篭
田
の
各
一
部
並
び
に
字
山
寺
沼
端
、
字

山
寺
立
沼
、
字
山
寺
桜
堤
及
び
字
山
寺
道
北
の
全
部

　

２　

都
市
計
画
区
域
か
ら
除
外
さ
れ
る
土
地
の
区
域

　
　
　

な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
十
八
号

　

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
区
画
整

理
組
合
の
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

組
合
の
名
称

　
　

名
取
市
愛
島
東
部
第
二
土
地
区
画
整
理
組
合

二　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

名
取
市
愛
島
笠
島
字
野
田
二
十
九
番
地
十
三
街
区
八
画
地

三　

設
立
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
十
一
年
十
二
月
十
日

四　

変
更
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
十
九
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
を
次
の
と
お

り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

岩
沼
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
道
路
事
業

　

２　

名
称
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変　

更　

の　

区　

間

村
田
町
大
字
沼
辺
字
竹
の
内
前
三
六
七
番
一

地
先
か
ら

同
町
大
字
沼
辺
字
竹
の
内
前
一
二
〇
番
一
地

先
ま
で

変
更
の

前　

後

　

Ａ
前　
　

Ｂ
後
Ａ

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

一
〇
・
五
〜

　
　

一
四
・
〇

　

九
・
五
〜

　
　

一
一
・
五

一
〇
・
五
〜

　
　

一
四
・
〇

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

一
〇
五
・
〇

九
七
・
五

一
〇
五
・
〇

備　
　

考

　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

い
う
。

道

路

の

種

類

県

道

路

線

名

払
川
町
向
線

供

用

開

始

の

区

間

本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
字
払
川
一
五
〇
番
二
地
先
か
ら

同
郡
同
町
歌
津
字
払
川
一
五
〇
番
五
地
先
ま
で

供
用
開
始
年
月
日

平
成
二
十
一
年

　
　
　
　

四
月
八
日



　
　
　

三
・
四
・
一
六
七
号　

駅
前
大
通
線

三　

事
業
施
行
期
間

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

宮
城
県
岩
沼
市
館
下
一
丁
目
及
び
館
下
三
丁
目
地
内

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
二
十
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
登
米
市
東
和
町
土
地

改
良
区
役
員
の
退
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

 

宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

和　
　

泉　
　

長　
　

衛　
　
　

　

退
任
し
た
者

公
安
委
員
会
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退

任

年

月

日

平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
四
日

氏　
　
　

名

阿　

部　

康　

明

住　
　
　
　
　
　
　

所

登
米
市
東
和
町
米
谷
字
荒
馬
沢
八
一
番
地

役
職
名

理

事

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
２
号

　
宮
城
県
警
察
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
平
成
21年

３
月
17日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
藤
�
　
三
郎
助
　
　

　
　
　
宮
城
県
警
察
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
宮
城
県
警
察
組
織
規
則
（
昭
和
37年

宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
２
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
３
条
第
１
項
の
表
中

め
、
同
条
第
４
項
の
表
中

め
、
県
民
応
接
課
の
項
を
削
り
、
生
活
安
全
企
画
課
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

宮
城
県
警
察
公
安
委
員
会
補
佐
室

総
務

課
「

を

宮
城
県
警
察
監
査
室

会
計

課
宮
城
県
警
察
施
設
装
備
室

宮
城
県
警
察
自
動
車
整
備
工
場

」
宮
城
県
警
察
音
楽
隊

広
報

課

広
報

課
総

務
部

「

に
改

装
備

施
設

課
総

務
部

「

県
民

広
報

課

」
情

報
管

理
課

宮
城
県
警
察
公
安
委
員
会
補
佐
室

総
務

課

「

に
改

宮
城
県
警
察
取
調
べ
監
督
室

宮
城
県
警
察
監
査
室

会
計

課

宮
城
県
警
察
自
動
車
整
備
工
場

装
備
施
設
課

」
宮
城
県
警
察
音
楽
隊

県
民
広
報
課

を
情

報
管

理
課

」
県

民
応

接
課

宮
城
県
警
察
犯
罪
抑
止
対
策
室

生
活
安
全
企
画
課
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第
３
条
第
４
項
の
表
中
機
動
捜
査
隊
の
項
を
削
る
。

　
第
５
条
総
務
課
の
項
中
第
６
号
を
第
10号

と
し
、
同
項
第
５
号
中
「
公
安
委
員
会
補
佐
室
」
の
次
に
「
及
び
取
調
べ

監
督
室
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
９
号
と
し
、
同
項
中
第
４
号
を
削
り
、
第
３
号
の
次
に
次
の
５
号
を
加
え
る
。

　
�
　
公
印
の
管
守
に
関
す
る
こ
と
。

　
�
　
法
令
案
等
の
審
査
に
関
す
る
こ
と
。

　
�
　
公
文
書
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

　
�
　
情
報
公
開
に
関
す
る
こ
と
。

　
�
　
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
こ
と
。

　
第
５
条
会
計
課
の
項
第
３
号
中
「
財
産
及
び
」
を
削
り
、
同
項
第
４
号
か
ら
第
６
号
ま
で
を
削
り
、
同
項
第
７
号
中

「
、
施
設
装
備
室
及
び
自
動
車
整
備
工
場
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
４
号
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
１
項
を
加
え
る
。

　
装
備
施
設
課

　
�
　
警
察
装
備
に
関
す
る
こ
と
。

　
�
　
警
察
通
信
の
使
用
及
び
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

　
�
　
財
産
の
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
こ
と
。

　
�
　
庁
舎
の
営
繕
に
関
す
る
こ
と
。

　
�
　
自
動
車
整
備
工
場
の
運
営
に
関
す
る
こ
と
。

　
第
５
条
広
報
課
の
項
中
「
広
報
課
」
を
「
県
民
広
報
課
」
に
改
め
、
第
２
号
を
第
３
号
と
し
、
第
１
号
の
次
に
次
の

１
号
を
加
え
る
。

　
�
　
警
察
安
全
相
談
及
び
苦
情
に
関
す
る
こ
と
。

　
第
５
条
県
民
応
接
課
の
項
を
削
る
。

　
第
６
条
生
活
安
全
企
画
課
の
項
第
５
号
中
「
安
全
安
心
推
進
室
及
び
ス
ト
ー
カ
ー
・
Ｄ
Ｖ
対
策
室
」
を
「
犯
罪
抑
止

対
策
室
」
に
改
め
る
。

　
第
６
条
の
２
地
域
課
の
項
第
８
号
中
「
及
び
検
問
所
」
及
び
「（
地
域
警
察
官
が
配
置
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
除
く
。）」

を
削
る
。

　
第
７
条
機
動
捜
査
隊
の
項
中
第
３
号
を
削
り
、
第
４
号
を
第
３
号
と
す
る
。

　
第
17条

第
１
項
の
表
中

め
、

り
、

め
、
同
条
第
２
項
中
「
宮
城
県
警
察
公
安
委
員
会
補
佐
室
」
の
次
に
「
、
宮
城
県
警
察
取
調
べ
監
督
室
」
を
加
え
、「
宮

城
県
警
察
安
全
安
心
推
進
室
、
宮
城
県
警
察
ス
ト
ー
カ
ー
・
Ｄ
Ｖ
対
策
室
」
を
「
宮
城
県
警
察
犯
罪
抑
止
対
策
室
」
に

改
め
、「
、
宮
城
県
警
察
広
域
機
動
捜
査
班
に
班
長
を
」
を
削
り
、
同
条
第
６
項
の
表
中

を

　
交
通
指
導
課
長
の
命
を
受
け
、
適
正
な
交
通
事
故

事
件
捜
査
に
関
す
る
事
務
等
を
掌
理
し
、
交
通
指
導

課
長
を
補
佐
す
る
。
た
だ
し
、
交
通
部
長
か
ら
特
に

命
ぜ
ら
れ
た
場
合
は
、
そ
の
事
務
を
掌
理
し
、
交
通

部
長
を
補
佐
す
る
。

交
通
事
故
捜
査
指

導
官

交
通
指
導
課

「

　
交
通
指
導
課
長
の
命
を
受
け
、
交
通
事
故
等
の
被

に
改

　
交
通
指
導
課
長
の
命
を
受
け
、
適
正
な
交
通
事
故

事
件
捜
査
に
関
す
る
事
務
等
を
掌
理
し
、
交
通
指
導

課
長
を
補
佐
す
る
。
た
だ
し
、
交
通
部
長
か
ら
特
に

命
ぜ
ら
れ
た
場
合
は
、
そ
の
事
務
を
掌
理
し
、
交
通

部
長
を
補
佐
す
る
。

交
通
事
故
事
件
捜

査
統
括
官

交
通
指
導
課

「

」

　
交
通
指
導
課
長
の
命
を
受
け
、
交
通
事
故
等
の
被

害
者
支
援
に
関
す
る
事
務
等
を
掌
理
し
、
交
通
指
導

課
長
を
補
佐
す
る
。
た
だ
し
、
交
通
部
長
か
ら
特
に

命
ぜ
ら
れ
た
場
合
は
、
そ
の
事
務
を
掌
理
し
、
交
通

部
長
を
補
佐
す
る
。

被
害
者
連
絡
調
整

官

を
削

」

　
生
活
安
全
企
画
課
長
の
命
を
受
け
、
各
種
犯
罪
情

報
の
分
析
、
県
民
に
対
す
る
情
報
発
信
等
に
関
す
る

事
務
を
整
理
し
、生
活
安
全
企
画
課
長
を
補
佐
す
る
。

情
報
発
信
官

生
活
安
全
企

画
課

「

を

捜
査
第
一
課

「

」

　
捜
査
第
一
課
長
の
命
を
受
け
、
死
体
の
検
視
、
検

証
等
の
事
務
を
整
理
し
、
捜
査
第
一
課
長
を
補
佐
す

る
。

検
視
補
佐
官

に
改

捜
査
第
一
課

「
　
捜
査
第
一
課
長
の
命
を
受
け
、
死
体
の
検
視
、
検

証
等
の
事
務
を
整
理
し
、
捜
査
第
一
課
長
を
補
佐
す

る
。

検
視
補
佐
官

」

　
交
通
指
導
課
長
の
命
を
受
け
、
交
通
事
故
鑑
識
に

関
す
る
事
務
を
整
理
し
、
交
通
指
導
課
長
を
補
佐
す

る
。

交
通
事
故
鑑
識
官

交
通
指
導
課

」

害
者
支
援
に
関
す
る
事
務
等
を
掌
理
し
、
交
通
指
導

課
長
を
補
佐
す
る
。
た
だ
し
、
交
通
部
長
か
ら
特
に

命
ぜ
ら
れ
た
場
合
は
、
そ
の
事
務
を
掌
理
し
、
交
通

部
長
を
補
佐
す
る
。

交
通
事
故
被
害
者

支
援
官

を

　
会
計
課
長
の
命
を
受
け
、
課
の
所
掌
に
係
る
出
納

事
務
及
び
監
査
事
務
に
つ
い
て
の
専
門
的
な
調
査
、

研
究
及
び
指
導
を
行
う
と
と
も
に
こ
れ
ら
の
事
務
を

掌
理
し
、
会
計
課
長
を
補
佐
す
る
。

会
計
調
査
官

会
計
課

「

　
会
計
課
長
の
命
を
受
け
、
課
の
所
掌
に
係
る
財
産

の
取
得
及
び
管
理
事
務
に
つ
い
て
の
専
門
的
な
調

施
設
調
査
官
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め
る
。

　
別
表
第
２
中

め
る
。

　
別
表
第
４
仙
台
南
警
察
署
の
表
若
林
区
中
央
幹
部
交
番
の
項
中
「
、
南
小
泉
（
八
軒
小
路
を
除
く
。）」
を
削
り
、
同

表
荒
井
交
番
の
項
中
「
遠
見
塚
東
」
の
次
に
「
、
南
小
泉
（
梅
木
）」
を
加
え
、
同
表
郡
山
交
番
の
項
中
「
郡
山
、」
を

め
、
同
条
第
８
項
中
「
宮
城
県
警
察
施
設
装
備
室
に
室
長
を
、
宮
城
県
警
察
相
談
セ
ン
タ
ー
及
び
」
を
削
る
。

　
第
18条

第
３
項
の
表
中
「（
宮
城
県
警
察
施
設
装
備
室
装
備
係
及
び
宮
城
県
警
察
自
動
車
整
備
工
場
整
備
係
を
除

く
。）」
を
「
及
び
同
部
装
備
施
設
課
（
施
設
係
、
管
財
係
及
び
庁
舎
管
理
係
に
限
る
。）」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
規
則
は
、
平
成
21年

４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
17条

第
１
項
の
改
正
規
定

削
る
部
分
を
除
く
。）
は
、
平
成
21年

３
月
26日

か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
３
号

　
警
察
署
の
下
部
機
構
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
平
成
21年

３
月
17日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
藤
�
　
三
郎
助
　
　

　
　
　
警
察
署
の
下
部
機
構
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
警
察
署
の
下
部
機
構
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
29年

宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
４
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

　
第
２
条
第
２
項
を
削
り
、
同
条
第
３
項
を
同
条
第
２
項
と
す
る
。

　
別
表
第
１
中

」

査
、
研
究
及
び
指
導
を
行
う
と
と
も
に
こ
れ
ら
の
事

務
を
掌
理
し
、
会
計
課
長
を
補
佐
す
る
。

に
改

　
会
計
課
長
の
命
を
受
け
、
課
の
所
掌
に
係
る
出
納

事
務
及
び
監
査
事
務
に
つ
い
て
の
専
門
的
な
調
査
、

研
究
及
び
指
導
を
行
う
と
と
も
に
こ
れ
ら
の
事
務
を

掌
理
し
、
会
計
課
長
を
補
佐
す
る
。
た
だ
し
、
総
務

部
長
か
ら
特
に
命
ぜ
ら
れ
た
場
合
は
、
そ
の
事
務
を

掌
理
し
、
総
務
部
長
を
補
佐
す
る
。

会
計
調
査
官

会
計
課

「

　
装
備
施
設
課
長
の
命
を
受
け
、
課
の
所
掌
に
係
る

財
産
の
取
得
及
び
管
理
事
務
に
つ
い
て
の
専
門
的
な

調
査
、
研
究
及
び
指
導
を
行
う
と
と
も
に
こ
れ
ら
の

事
務
を
掌
理
し
、
装
備
施
設
課
長
を
補
佐
す
る
。
た

だ
し
、
総
務
部
長
か
ら
特
に
命
ぜ
ら
れ
た
場
合
は
、

そ
の
事
務
を
掌
理
し
、
総
務
部
長
を
補
佐
す
る
。

施
設
調
査
官

装
備
施
設
課

」

　
県
民
広
報
課
長
の
命
を
受
け
、
県
民
広
報
課
の
所

掌
事
務
の
う
ち
警
察
安
全
相
談
及
び
苦
情
に
関
す
る

事
務
等
を
掌
理
し
、
県
民
広
報
課
長
を
補
佐
す
る
。

た
だ
し
、総
務
部
長
か
ら
特
に
命
ぜ
ら
れ
た
場
合
は
、

そ
の
事
務
を
掌
理
し
、
総
務
部
長
を
補
佐
す
る
。

相
談
指
導
官

県
民
広
報
課

を

」

　
生
活
安
全
企
画
課
長
の
命
を
受
け
、
各
種
犯
罪
情

報
の
分
析
、
県
民
に
対
す
る
情
報
発
信
等
に
関
す
る

事
務
を
整
理
し
、生
活
安
全
企
画
課
長
を
補
佐
す
る
。

情
報
発
信
官

生
活
安
全
企

画
課

「

（

を
」

仙
台
市
宮
城
野
区
東
仙
台
一
丁
目
18番

36号
東
仙
台
交
番

「

に
改

」
仙
台
市
宮
城
野
区
東
仙
台
二
丁
目
18番

36号
東
仙
台
交
番

「

を
」

仙
台
市
青
葉
区
熊
ヶ
根
字
町
一
番
の
四
４
番
地
の
３

熊
ヶ
根
駐
在
所

仙
台
北
警
察
署

「

に
、

」
仙
台
市
青
葉
区
熊
ヶ
根
字
町
一
番
の
四
14番

地
の
３

熊
ヶ
根
駐
在
所

仙
台
北
警
察
署

「

を
」

栗
原
市
金
成
有
壁
大
日
前
32番

地
８

有
壁
駐
在
所

若
柳
警
察
署

「

に
、

」

栗
原
市
金
成
有
壁
大
日
前
32番

地
10

有
壁
駐
在
所

若
柳
警
察
署

「

を
」

角
田
市
尾
山
字
横
町
６
番
地
１

藤
尾
駐
在
所

「

に
、

」
角
田
市
尾
山
字
横
町
６
番
地
３

藤
尾
駐
在
所

「

を
」

亘
理
郡
亘
理
町
荒
浜
字
西
木
倉
121番

地
９

荒
浜
駐
在
所

亘
理
警
察
署

「

に
改

」
亘
理
郡
亘
理
町
荒
浜
字
御
狩
屋
102番

４
荒
浜
駐
在
所

亘
理
警
察
署

「



（15）　 平成21年３月17日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2042号　　 
「
郡
山
（
悪
土
を
除
く
。）、」

に
改
め
、
同
表
八
木
山
交
番
の
項
中
「
八
木
川
香
澄
町
」
を
「
八
木
山
香
澄
町
」
に
、

「
八
木
川
弥
生
町
」
を
「
八
木
山
弥
生
町
」
に
改
め
、
同
表
長
町
交
番
の
項
中
「
鹿
野
本
町
」
の
次
に
「
、
郡
山
（
悪

土
）」
を
加
え
る
。

　
別
表
第
４
仙
台
北
警
察
署
の
表
八
幡
交
番
の
項
中
「
、
三
居
沢
及
び
仁
田
谷
地
（
仙
山
線
北
側
）
を
除
く
。）」
を

「
及
び
三
居
沢
を
除
く
。）、
貝
ヶ
森
一
丁
目
か
ら
貝
ヶ
森
六
丁
目
ま
で
」
に
、「
国
見
五
丁
目
」
を
「
国
見
六
丁
目
」

に
改
め
、
同
表
中
山
交
番
の
項
中
「
貝
ヶ
森
一
丁
目
か
ら
貝
ヶ
森
六
丁
目
ま
で
、」
及
び
「
、
国
見
ヶ
丘
一
丁
目
、
国

見
ヶ
丘
六
丁
目
、
国
見
ヶ
丘
七
丁
目
」
を
削
り
、
同
表
愛
子
交
番
の
項
中
「
落
合
五
丁
目
」
を
「
落
合
六
丁
目
」
に
、

「
栗
生
五
丁
目
」
を
「
栗
生
七
丁
目
」
に
改
め
、「
宮
入
」
の
次
に
「
、
北
内
」
を
、「
芦
見
」
の
次
に
「
、
辺
田
」
を

加
え
、「
、
志
田
」
及
び
「
、
遠
野
原
」
を
削
り
、「
、
屋
敷
前
及
び
山
神
」
を
「
及
び
屋
敷
前
」
に
改
め
、
同
表
南
吉

成
交
番
の
項
中
「
荒
巻
（
仁
田
谷
地
（
仙
山
線
北
側
））、」

を
削
り
、「（
東
北
自
動
車
道
の
東
側
）、
吉
成
西
（
東
北
自

動
車
道
の
東
側
）
及
び
黒
森
山
（
東
北
自
動
車
道
の
東
側
））、
国
見
六
丁
目
、
国
見
ヶ
丘
二
丁
目
か
ら
国
見
ヶ
丘
五
丁

目
」
を
「
及
び
吉
成
西
）、
国
見
ヶ
丘
一
丁
目
か
ら
国
見
ヶ
丘
七
丁
目
」
に
改
め
、
同
表
熊
ヶ
根
駐
在
所
の
項
中
「
、

上
原
」
を
削
り
、「
芦
見
」
の
次
に
「
、
辺
田
」
を
加
え
、「
、
志
田
」
及
び
「
、
遠
野
原
」
を
削
り
、「
、
屋
敷
前
及

び
山
神
」
を
「
及
び
屋
敷
前
」
に
改
め
、
同
表
大
沢
駐
在
所
の
項
中
「
中
田
西
」
の
次
に
「
、
下
窪
」
を
加
え
、「
下

清
水
下
、
下
窪
」
を
「
下
清
水
下
」
に
、「
要
害
」
を
「
権
現
森
山
（
東
北
自
動
車
道
の
東
側
）」
に
、「
権
現
森
山
（
東

北
自
動
車
道
の
東
側
）、
吉
成
東
（
東
北
自
動
車
道
の
東
側
）、
吉
成
西
（
東
北
自
動
車
道
の
東
側
）
及
び
黒
森
山
（
東

北
自
動
車
道
の
東
側
）」
を
「
吉
成
東
及
び
吉
成
西
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
規
則
は
、
平
成
21年

４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
１
の
改
正
規
定
及
び
別
表
第
２
の
改
正
規

定
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


